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福音書からのメッセージ 

狭い戸口から入るように努めなさい。言っ

ておくが、入ろうとしても入れない人が多

いのだ。 

 （ルカによる福音書 13 章 24 節） 

 

「狭い戸口から入るように努めなさい」。

イエス様のこの言葉は、ある人の質問を受

けて語られたものです。一人の人が質問し

ます。「主よ、救われる者は少ないのでし

ょうか」。このような質問に対して、普通

どのような答えが予想されるでしょうか。 

「少ないのでしょうか」と聞かれたわけ

ですから、「そうだ、少ない」、「いいや、多

い」、このいずれかが適切な答えだと思い

ます。また「わたしにもわからない」とい

うのもあるかもしれません。たとえば「そ

うだ、少ない」と言われたら、「じゃあわ

たしはその中に入っていますか」と聞きた

くなります。逆に「いいや、多い」と言わ

れたら、安心して家に帰ることができる。

でも彼の耳に届いた答えは、予想していな

かったものでした。「狭い戸口から入るよ

うに努めなさい」。 

今日の福音書の後半には、このような言

葉があります。「あなたがたは、アブラハ

ム、イサク、ヤコブやすべての預言者たち

が神の国に入っているのに、自分は外に投

げ出されることになり…」。アブラハム、

イサク、ヤコブとはユダヤ人の祖先です。

旧約聖書にも名前が出てくる人たちです。

そのユダヤの祖先たちが神の国に入って

いる。だから自分たちユダヤ人も、神の国

への道が開かれている。ユダヤ人はそう思

っていました。しかしそうではないのです。

ユダヤ人だからといって、神の国に入れる

とは限らない。それどころか、東から西か

ら、南から北から来た人たち、簡単にいう

と異邦人が、神の国で宴会の席に着くとい

うのです。 

一緒に

食べたり

飲んだり

したから

といって

も、広場

で教えを

受けたとしても、ユダヤ人だろうと、それ

が何になるのかとイエス様は言われてい

ます。わたしたちもそうです。教会に行っ

ているから、クリスチャンホームに育った

から。だからわたしこそ神の国にふさわし

い。そのように考えるときに、わたしたち

の前にある戸口の戸は閉められてしまう

のではないでしょうか。 

イエス様が言われる「狭い戸口」、それ

は人がやっと入れるようなものなのかも

しれません。みんなで一緒に手をつないで、

入ることができないのです。一人一人の決

断が求められるのです。 

イエス様は言われます。あなたたちも自

分の十字架を負い、わたしに従いなさいと。

イエス様が身をかがめ、腰を曲げ、十字架

を引きずりながら進む道の後に、狭い戸口

が開かれるのです。わたしたちはそこを目

指して、歩んで行くことが求められている

のではないでしょうか。 

イエス様はわたしたち一人一人に語ら

れます。「あなたはわたしについて来るの

か」、「あなたはどうするのか」。 

その声に、わたしたちはどう答えるので

しょうか。 
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